












 東京海洋大学は 2003 年 10 月 1 日に東京商船大学と東京水産大学が統合して発足した新しい大学である．この改組に伴
い，旧両大学情報処理センターも統合され，東京海洋大学情報処理センターが発足した．統合当時は，情報処理センター
越中島地区（旧東京商船大学情報処理センター）と情報処理センター品川地区（旧東京水産大学情報処理センター）のシ






導入し接続した．2006 年の情報処理センターシステム更新時には，ダークファイバーを（周波数を変えつつ 1GB を 8 本
に）増強し，対外接続用ネットワーク，サーバ用ネットワーク，一般用ネットワーク，教育用ネットワーク，管理用ネッ
トワーク，そして各地区の事務局（本部は品川）を結ぶ事務用ネットワークとして使用している． 
 対外接続回線は，2005 年 3 月に広域イーサネットに変更し，更に 2008 年 9 月に対外接続回線機器の増強をした．現在













































 本学では，ほぼ全ての端末がグローバル IP アドレスで接続している．端末をネットワークに接続したい場合は，機器
管理者が情報処理センターにネットワーク接続申請を行い，IP アドレスの取得後，接続可能となる．本学では，建物や
学部・学科ごとに管理者がおらず，教員 1 人 1 人が機器管理者となっている（研究室ごとに機器管理者を立てている場合
もある）．申請は紙ベースで行われ，情報処理センターでは各機器管理者より申請の度に，IP アドレスの発行，DNS サー
バへの登録・確認作業をして，各機器管理者に承認書を配布している． 
 図 2 は，前年度 4 月から現在までの品川地区におけるネットワーク接続申請の新規登録・削除・変更時の件数および，
IP アドレスに関する問合せ件数の集計である．2008 年度は約 600 件の申請と約 40 件の問合せがあった．問合せの内容と
しては，「管理している IP アドレスがわからなくなった」，「現在管理している端末のリストを作成してほしい」，「承認証
を再発行してほしい」が全体の約 3/4 を占めており，残りの約 1/4 は「IP アドレスが競合しているので何とかしてほしい」
であった．IP アドレスの競合についての原因は，競合者が同研究室内であった事象が多かった． 















スで行っているが，徐々に Web ベースの申請を取り入れていくことを検討している．越中島地区では一部 Web ベースで
行っているが，利用方法が定着していないためか，利用率が低い．品川地区にも導入することにより，Web ベースの申
請方法を利用者に周知し，広げていきたいと考えている．これに並行して，品川地区においては長年に渡って整理してこ
なかった IP アドレスの整理についても検討していく予定である．これらのことを踏まえ，東京海洋大学情報処理センタ
ーでは，利用者の利便性向上とセキュリティ強化を重視しつつ，両地区の統一を図っていきたいと考えている． 
